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南多摩尾根幹線沿道土地利用方針の策定

市民アイデア募集実施「将来の南多摩尾根幹線沿道のまちづくりアイデア」

令和２年度
南 多 摩 尾 根 幹 線 沿 道 土 地 利 用 方 針 検 討 開 始

令和３年度

民間事業者ヒアリング実施
・多摩ニュータウン及び尾根幹線沿道の評価、沿道活用の事例・アイデア募集

市民説明会実施：関戸公民館、永山公民館、パルテノン多摩

令和５年度
～

パブリックコメント実施〈期間：9月26日～10月26日〉

南 多 摩 尾 根 幹 線 沿 道 土 地 利 用 方 針 策 定

民間事業者アンケート実施
・南多摩尾根幹線諏訪永山沿道エリアのポテンシャル調査

南多摩尾根幹線沿道土地利用方針の素案とりまとめ
・多摩市ニュータウン再生推進会議より提出

令和４年度

尾 根 幹 線 沿 道 の 土 地 利 用 転 換 へ



南多摩尾根幹線土地利用方針：土地利用転換を検討する対象
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 検討対象は、尾根幹線沿道の公共用地及び公的賃貸住宅

※尾根幹線沿道の主要な公共用地及び公的賃貸住宅を示した現況図です。

図で示した用地全てで、土地利用転換を行うものではありません。

例）既に建替え済みの公共施設は検討対象外



南多摩尾根幹線土地利用方針：周辺拠点との機能分担の整理
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 多摩ニュータウンを支える駅周辺拠点、近隣センターと補完し合い、拠点連携を図るととも

に、周辺市との連携と広域的なニーズの取り込みを図ることで、尾根幹線沿道にて2040年代

で、賑わい・情報発信・雇用・イノベーションなどの新たな価値を創出する。

日常生活サービスや
コミュニティ拠点機能

市民生活を支援する都市機能・都市型
オフィスを主体とする業務機能を集約

駅周辺拠点 近隣センター

尾根幹線沿道

賑わい・情報発信

・車需要を取り込む商業拠
点として消費活動や人が
集まるだけでなく、交流や
コミュニケーションが育ま
れる賑わい拠点及び情報
発信機能も担う

雇用・イノベーション

・ライフスタイルに応じた職
住近接・ニューノーマルな
働き方の場
・暮らし・まちづくりの変革に
資する拠点や仕組み
・様々な分野における価値
創造・社会変化を促進す
る拠点

ヒト・モノ・コトあらゆる方面で
拠点連携を図り、互いを補完しながら

新たな価値を創出する リニア新幹線開業

新たな産業立地
広域的な産業連携周辺市との連携

民間事業者との共創
による地域課題解決

多摩地域内の
周辺市との連携 広域的なニーズ

の取込み

公的賃貸住宅・
分譲住宅の再生

多摩都市モノレー
ル等 鉄道延伸

新たな鉄道利用需要
の取り込み

役割

分担



南多摩尾根幹線土地利用方針：土地利用の理念
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 尾根幹線の全線４車線化及び公的賃貸住宅の再生等を契機に、周辺のまちづくり気運の高ま

りを捉えながら、２０４０年代での多摩ニュータウン再生に向けた、新たな尾根幹線沿道の

あり方を提示することを目的に本方針を策定。

“再活性化＋持続化”による多摩ニュータウンの再生
①まちの持続化 ②若い世帯の流入と居住継続 ③活力の集約と循環

広域ポテンシャルの取込みによる次世代を見据えた
産業・業務、商業機能の誘致や育成を図り、

多摩ニュータウンにおける新たな付加価値を創造する場

⑥
イノベー
ション環境

②
暮らしを支
える機能

①
産業・業務
機能

④
賑わい・
魅力発信

③
職住近接

⑤
次世代

交通モード

尾
根
幹
線
の
４
車
線
化

公
的
賃
貸
住
宅
の
再
生

に
伴
う
創
出
用
地
等

土地利用

の理念

多摩市ニュー

タウン再生

方針を推進
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都市計画マスタープランへの提案に至る経緯・位置づけ

東京都長期ビジョン 市長・市民
懇談会など
（テーマ別）

パブリック
コメント
募集・反映

多摩市都市計画マスタープラン 改定

ほか国・都・市の
上位計画を踏まえる

改定作業
下支え

目指す将来像
取り組み方針
（道しるべ）

実
施
・
実
現
へ

諏訪・永山
まちづくり計画

多摩市域の
多摩ニュータウン全体について
市による行政方針の提示
市民への手引き書

ニュータウンエリアに
求められる具体的な
まちづくりの枠組み・
見通しを提示

再生方針（提言）

全体計画（提言）
・ゾーニング
・拠点
・ネットワーク

フィードバック
再生方針（多摩市策定）

ほか下記などと連携・整合
〇庁内横断チーム検討
〇シンポジウム
〇まち ひと しごと創生総合戦略

2015（平成27）
年10月

2016（平成28）
年3月

都市計画区域マスタープラン

第五次多摩市総合計画

東京都都市づくりの
グランドデザイン

多摩ニュータウン地
域再生ガイドライン

「未
来
の
東
京
」

戦
略
ビ
ジ
ョ
ン

具体化

愛宕・貝取・豊ヶ丘地

区等まちづくり計画

南多摩尾根幹線沿道
土地利用方針

フィードバック

市民
アイデア

市民意向
調査

民間事業者
アンケート

多摩ＮＴ尾根幹線
沿道まちづくり
プラットフォーム
（ヒアリング等）

市民との
意見交換会

2020（令和2）
年2月

2018（平成30）
年2月

2023（令和5）
年1月

2023（令和5）
年1月

都市計画マスター
プランへの提案



令和２年度

市民アイデア
令和４年度

市民意向調査

令和５年度

市民との意見交換会

市民・民間事業者等の意見の反映

市民 等

令和４年度

民間事業者アンケート約1000社

民間事業者 等

令和５年度

民間事業者 個別ヒアリング

多摩ＮＴ尾根
幹線沿道ま
ちづくりプラッ
トフォーム
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都市計画マスタープランへの提案

8

＜主な提案点＞
・尾根幹線沿道は、土地利用方針に基づき転換を図る軸として新たに位置付けることを提案
・団地再生に伴う土地の創出等、早期に転換が必要な区域を新たに位置付けることを提案

サービスインダストリー地区

広域型複合業務地
（諏訪永山沿道エリア）

今後、団地再生に合わせて広域
型複合業務地を検討するエリア

第一回再生推進会議での議論を踏まえ
都市計画マスタープラン骨子案に反映

南多摩尾根幹線沿道軸（仮称）：
広域アクセス性を活かした新たな付加価値を創造する場として、次世代を見据えた産業・業務、
商業機能の誘致や育成を図るなど、これまでの土地利用から転換を検討します。特に、唐木田駅
周辺や鎌倉街道との交差点周辺では、大学や企業、研究機関など、複合的な機能が集積し、交流
機会や多様なイノベーションの創出を図ります。また、多摩都市モノレール町田方面の延伸が実
現した際には、南多摩尾根幹線との交差地点において、新たに産業・業務、商業機能の発展を図
ります。

広域型複合業務地（仮称）：
周辺環境に配慮しつつ、 広域アクセスの利便性を活かし、店舗、事務所、流通関連施設等の業務
機能などを誘導し、多摩ニュータウンの新たな魅力を高める区域



1. 開会あいさつ

2. まちづくりの将来像検討

1)南多摩尾根幹線沿道土地利用方針
について

2)検討の進め方
3)民間事業者アンケート

3. 意見交換会

4. 閉会のあいさつ

参考：意見交換会「南多摩尾根幹線 諏訪・永山沿道エリアの将来像について」
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■全体プログラム

開催日時 令和５年５月１５日（月）【1部】１４時３０分～１５時３０分 【2部】１９時
００分～２０時

開催場所 ベルブ永山５階ベルブホール

参加人数 【1部】延べ6名 【2部】2名

主な内容 ・南多摩尾根幹線 諏訪永山沿道エリアの将来像について

・意見交換会

■概要
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項目 質問・ご意見

導入機能に
ついて

尾根幹線沿道で様々な施設による土地活用を考えるのは良いが、現状使える土地は旧南永
山小学校だけだろう。都営住宅やUR住宅の敷地は住宅の移転が必要だが、どのような位置
付けなのか。住民への配慮をどのように考えているのか。

公有地の活用方法は市民に見えるようにしてほしい。グリーンウォーク多摩のような商業施
設なのか、中古車販売店なのかイメージできない。ニュータウン開発当初は尾根幹線の開発
に反対運動があった。50年たった今、道路ではなく人を動かせる発想なのか。車利用への社
会的な対応も考えてほしい。

旧南永山小学校に商業施設を建てた場合、周辺に車の渋滞が懸念される。

今後地区に若年層を呼び込むことを考えると沿道エリアを商業施設にすることは賛成であ
る。しかし、グランピング施設を導入する場合、自然破壊の点が懸念されるのではないか。

尾根幹線に
ついて

道路の4車線化とは具体的にどのような形になるのか。

尾根幹線と鎌倉街道の立体交差はどのような計画となる予定か。

民間事業者
アンケート
について

アンケートの対象はどのように抽出したのか。

回答企業の真剣度が心配。深く考えずに回答している企業もあるのでは。物流、商業、スポー
ツなどは企業に聞かなくても得られそうな回答と感じる。具体的に何が出来るのか、今後の
頑張りが必要では。

その他 尾根幹線沿道の都営諏訪住宅の敷地は市の土地になるのか。

■意見交換会の主なご意見

参考：意見交換会「南多摩尾根幹線 諏訪・永山沿道エリアの将来像について」



1. 開会あいさつ

2. プラットフォームの説明

1)プラットフォームの立上げ経緯
2)プラットフォームとは
3)今年度のテーマ
4)会員登録説明
5)情報提供

3. 質疑応答

4. 閉会のあいさつ

参考：多摩ＮＴ尾根幹線沿道まちづくりプラットフォーム・フォーラム2023
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■全体プログラム

開催日時 令和５年４月２５日（火）１５時００分～１６時３０分

開催場所 ベルブ永山５階ベルブホール

参加企業 18社

主な内容 まちづくりプラットフォームの説明

■概要

■会員登録状況
・令和5年6月30日時点で会員登録企業は10社です。詳しくは下記HPを確認ください。

https://www.city.tama.lg.jp/kurashi/machi/1010943/1011192.html



主な導入機能(併設含む) 敷地の使い方 土地利用の要望 地域貢献

＜商業施設＞
●商業モール
●ネイバーフットショッピ

ングセンター（NSC）
●多摩の自然を活かしたス

ペシャリティセンター
●ホームセンター
●大型小売店舗

＜子育・公益施設＞

●子育て関連、交流、モビ
リティ等のハブとなる
複合施設 ※NT内の既存施

設の移転も想定

●スポーツ、温浴、医療施
設

＜その他＞

●自動車関連施設
●データセンター
●自転車関連施設のショー
ルーム、サイクルスクール
●ＡＩによるエネルギー統
合最適制御、ネットワーク
化による省エネ化、高度な
防災まちづくり

1敷地に1施設とい
う考え方だけでな
く、下記提案あり

<敷地の一部活用>
 NSCのように、自

社店舗以外も別棟
(テナント) で整備
も可能

 周辺の公園等での
自転車等コース整
備

<隣接敷地の活用>
 旧南永山小＆UR

永山団地、諏訪南
公園＆諏訪小など
複数の敷地を一体
的に活用

＜用途地域＞
●2種住居や準住
 1万㎡までの商業施

設が可能な用途が
望ましい

●近商や準工以上
 1万㎡超の商業施設

面積が可能な用途
が望ましい

 自動車整備工場等
が可能な用途が望
ましい

●サービスインダスト
リー地区も含めて沿道
ごとでゾーンを設定し、
用途地域変更を図る

＜周辺整備＞
●副道整備が必要
 周辺交差点や本道

の渋滞が懸念され
るため

 住宅地側の住環境
保護のため

 左折イン左折アウ
ト等車アクセス向
上のため

＜地元雇用の創出＞
 パート・正社員など多様な雇用形態
 雇用規模により、周辺の時給底上げ

＜災害時の防災拠点（市との災害協定

の締結）＞
 市の防災倉庫代わり
 自社の近隣物流センターから避難所へ

の物資配送
 災害停電時など非常時の電力（エネル

ギー）供給
 エネルギー供給の多重化、フェーズフ

リー（平時・非常時の利活用）の実現

＜立地に伴い、周辺に新店舗開設等
波及効果あり＞

＜環境配慮＞
 次世代熱エネルギーや水素等脱炭素

＜その他工夫＞
 高齢者等買い物に来れない人でも在宅

で買い物を楽しめる工夫
 マルシェ・飲食店・サイクル施設など、

令和2年度の市民アイデアの取込
 駅施設との連携による、移動サービス

参考：プラットフォーム会員への個別ヒアリング概要（9社）
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参考：プラットフォーム非会員への個別ヒアリング概要（4社）

主な導入機能 敷地の使い方 土地利用の要望 地域貢献

＜商業施設＞
●スーパー

＜教育施設＞
●大学もしくは中学・高等

学校キャンパス

＜産業・業務施設＞
●データセンター
●物流施設

1敷地に1施設とい
う考え方だけでな
く、下記提案あり。

<隣接敷地の活用>
 旧南永山小＆UR

永山団地、諏訪
南公園＆諏訪小
など複数の敷地
を一体的に活用

＜用途地域＞
●できれば近商や準

工以上だが、2種
住居や準住も可

＜周辺整備＞
・副道整備が必要

＜インフラ＞
・データセンターで

は、特別高圧電
線が必要

＜地元雇用の創出＞
 パート雇用の創出

＜災害時の防災拠点（市との災害協定

の締結）＞
 市の防災倉庫代わり
 災害時の非常食提供

＜施設の開放＞
 施設の地域開放
 地元農家の出店スペース確保

※行政側の求める地域貢献等がある場合
は、公募条件などに記載を要望。


